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～簡単なこの文書の趣旨の説明～ 

模擬国連初心者にとって、「リサーチ」とは大変なもの。  

そこで大会に参加する上で「最低限」調べたほうがいいことをグローバル・クラスルーム日  

本委員会(全日本大会等を主催)が発行している「模擬国連マニュアル」からピックアップ  

して 4章に分けて説明していきたいと思います。 

 

第一章：「BG」 

 

BGーー議題解説書ーーーー  

ちゃんと読んでいますか？？ 

BG がリサーチする上で一番大事な資料！ 

議題の背景から論点までが凝縮されているのがこの BG です。  

とにかく読みまくりましょう。  

そして分からない言葉や条約は必ず調べましょう。また、担当国が記載されている条約に批  

准しているのかどうかを調べてみましょう。  

巻末に書いてある参考文献のチェックも忘れずに！ 

論点は会議当日議論することになる話題なのでとりわけ注意深く読んでください。  

個人的な話ですが、初めての会議で論点をしっかり読んでなかったせいで当日全く話につ  

いていけなかったことがあります...  

気になったことがあればメモしておくと後のリサーチでも役立ちます。  

いくつかリサーチに関して質問がありましたが、例え日本語の大会でも決して資料が全て  

日本語で書いてあるとは限らないのです。。。  

情報がないという人は一度英語で検索してみてください。  

きっと情報の多さに驚きますよ。。。。  

さて、BG を読んだことで議題の大体の流れはつかめたと思います。  

次に BG で得た知識をより深めていく必要があります。 

次章「より深く議題を知る」です。  



第二章：「議題をより深く知る」 

 

前回の BG 章を踏まえ、BG を読んだことで議題の大筋は掴めたかとと思います。しかし、  

残念ながらそれだけでは不十分なのです。  

では何をすればいいのか。そう、インターネットです。  

もちろん書籍も読んだ方がいいのはもちろんですが、大会まで時間もわずかということで、  

ここではインターネットを使ったリサーチに焦点を当てていきたいと思います。  

調べることは大きく分けて 3つ。  

1,国連や国際機関のホームページ(英語)  

2,国連の決議や報告書(英/日)  

3,キーワード検索(英/日)  

 

1：ホームページ 

各議題について正確かつタイムリーな情報を得ることができます。また、議題によっては現  

在行われている取り組みなども紹介されているので政策立案にも活用することができます。  

 

2：国連の決議や報告書 

その議題について国連においてこれまで何が話し合われてきたのかを(抽象的ですが)正確  

に知ることができます。また、各決議について担当国が賛成しているのか反対しているのか  

も知ることができます。  

 

3：キーワード検索(論文等) 

これは最も一般的かもしれません。  

BG に出てくる事柄を具体的にリサーチするときに役立ちます。模擬国連で取り扱われてい  

るような議題は特に論文の数も多く、限りなく正確な知識というよりは様々な角度から調  

べることができるのが特徴です。  

BG の巻末に書いてある参考文献は、BG 執筆者が参考にしている分、まさに「使える」資  

料なので是非活用してみてください。  



  第三章：「担当国を知る」  

 

担当国を知る。  

ここでしなければいけないことは 2つ。  

1,担当国の基本情報を知る  

2,担当国の議題に関する情報を知る  

 

1：基本情報を知る 

担当国の概況について最低限知っておくことは、その国の大使として振る舞い。政策を練っ  

ていく上で必須です。具体的に何を調べればいいのかについては PPP(または「模擬国連  

マニュアル」)にも載っていると思うのでそちらをご参照ください。  

外務省の HP や CIA の World Factbook 等を見てみるといいでしょう。  

 

2：議題に関する情報を知る 

ここで一番悩む人が多いかもしれません。  

やることを 3つに分けてみましょう。  

①政府の公式見解を知る  

②国連や国際機関の HP から関連したものを探す  

③キーワード検索  

 

①政府の公式見解を知る 

これは各国の HP や国連の HP に乗っていることが多いように思われます。 

例えば総会などでの演説も参考になるでしょう。しかし、議題によっては見つかりづらい場合 

もあるので 注意してください。  

 

 

 

 



②国連や国際機関の HP から関連したものを探す 

タイムリーかつ正確な情報を得ることができます。それぞれの国についての情報は多くないか 

もしれませんが、地域ごとや例えば EU などのくくりでは見つかるかもしれません。  

 

③キーワード検索: 

担当国がアメリカで議題が国際移住と開発であればまず、「USA immigrant」と調べてみてく

ださい。 

きっと山のように情報があるので、その中から自分が欲しい情報を取捨選択していくのです。  

特定の国の具体的な問題について知るには学術論文等が役に立つと思います。  

ここまでをしっかりと調べられたら PPP も問題ないはずです。頑張ってください!  

とは言ってもこのリサーチはこれでは終わりません。  

 

 

 

 

 

 

 



第四弾：「他国を知る」  

 

議題の概要と自国のことだけを調べればいいのでしょうか。  

残念ながら違います。  

当然ながら議場にはたくさんの大使がいます。その大使たちはそれぞれ違う国を担当して  

います。国益の違うさまざまな国と当日は交渉しなければならないのです。  

他国を知ることで、アンモデになったときなどに交渉をよりスムーズかつ、効率的に進めら  

れるのです。  

もちろん全ての国とはいいません。しかし、大国や担当国と立場が近そうな国、逆に対立し  

そうな国を調べる必要はあると思います。  

何に関して意見が対立する/合うのか、または自国の政策に対する相手国からの反発を予想  

して想定問答集を作るのがオススメです。  

調べ方は「自国を知る」と同様なので余裕があったらリサーチしてみてください。  

 

 

 

 

PPP の提出は 7月 31日（水）の 18 時で

す。必ず期限までに提出するようにして

ください！！ 


